
主として、高架橋、橋梁の張出床版の施工に使用します。
設置、解体が容易で、各部材がかさばりませんので、管理、運搬が効率的です。

1) 梁材は構造用角型鋼管を使用していますので、安定した均一な強度が得られます。
2) 梁材の先端部の支持点は3ヶ所あり、張出床版の形状に合わせて調整できます。
3) 支持サポートは両端に専用ベースを取付ければ、お手持ちのパイプサポートを

使用できますので、経済的です。
4) 専用ベースはパイプサポートの上下端への差込式です。
5) 支持サポートの上下端はピン構造ですので、角度調整が自在で、確実に支持できます。
6) 梁材端部の吊りボルト穴は下側が長孔になっておりますので、勾配に対応できます。

 SB-2000      14.5 kg
　STKR400-75×75×3.2  SB-01      1.8 kg  SB-02      2.1 kg
　　　　断面積       8.927 cm2
　　　　断面二次モーメント　75.5 cm4
　　　　断面係数    20.1 cm3

 SB-1500      10.5 kg

　受注製作品

機種 重量 (kg) 機種 重量 (kg)
AM-10M 4.0 AM-40 9.6
AM-12M 6.5 AM-60 12.6
AM-20 7.0 AM-70 14.2
AM-30 8.6 AM-90 15.7

梁受金具

　積載荷重

　床版ブラケットの曲げ応力度
　床版ブラケットのたわみ量
　パイプサポートの圧縮荷重
　吊りボルトの引張力
　ピンボルトのせん断力

　積載荷重

　床版ブラケットの曲げ応力度
　床版ブラケットのたわみ量
　パイプサポートの圧縮荷重
　吊りボルトの引張力

床版ブラケット

　特　　長

床版ブラケット

床版ブラケット

上柱自在ベース 下柱自在ベース

SB-1500

32 kg/cm
66.2 cm

1075 kg/cm2
0.1 cm
1984 kg
1100 kg

0.1 cm 0.2 cm
1982 kg 1991 kg
1143 kg 1181 kg

28 kg/cm 25 kg/cm
56.9 cm 50.0 cm

1273 kg/cm2 1478 kg/cm2

797 kg

　ピンボルトのせん断力

SB-2000

24 kg/cm 15 kg/cm 5 kg/cm
47.6 cm 26.8 cm 3.7 cm

1417 kg/cm2 1516 kg/cm2

　 1.8m間隔でのコンクリート厚（参考）

1397 kg 1147 kg 563 kg

　 1.8m間隔でのコンクリート厚（参考）

1402 kg 1401 kg 1407 kg

1093 kg 916 kg 375 kg

771 kg/cm2
0.2 cm

620 ～ 1,008
910 ～ 1,520

1,206 ～ 2,000
1,681 ～ 3,046
2,121 ～ 3,486
2,727 ～ 4,092

パイプサポート

300 ～ 440
400 ～ 613

調整長 (mm) 調整長 (mm)

0.3 cm 0.3 cm
1976 kg 1623 kg

床版ブラケット

上柱自在ベース 吊りボルト

つなぎパイプ

梁受金物

75×75×3.2
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